
女性のための在宅ワーク推進事業【群馬県前橋市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題
事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 2,213 千円

交付金額 1,495 千円

事業番号 １

・本市では、労働力人口の減少への対策や労働者の柔軟な働き方の推
進が必要と考えられる。

・本市人口ビジョンでは、深刻な労働力不足が懸念されることから、女性を
含めた全ての人が働きやすい職場環境を整備していき、労働力を確保す
ることが課題である。

【目的】
多様化するライフスタイルに対応できるよう女性の柔軟な働き方を
推進するため、在宅ワーカーとして活躍できるデジタル人材を育成
する。また、時間や場所にとらわれない在宅ワークを推進していく
ことで、将来的な労働力の確保及び市内経済の活性化を図る。
【目標（実績）】
・在宅ワークセミナー参加者数 目標 １５人（実績 ３０人）
・セミナー参加者のうち何らかの就業につながった人数
目標 8人（実績 11人）

・働く女性のための在宅ワーク推進事業
求職中または在職中の女性を対象に、在宅ワークに取り組むた

めの基本講座として、WordやExcelの基本講座やコンタクトセン
ター業務などスキルアップにつながるセミナーを開催し、自営型の
在宅ワークで活躍できるデジタル人材を育成し、女性の柔軟な働
き方の実現を支援する。なお、セミナー後もオンライン相談による
サポートや就業支援まで行うことで、女性の新たな就業機会の創
出、就業定着までを一体的に支援する。

・前橋商工会議所
会員企業向け広報等にて事業周知。

・前橋市産業振興ビジョン協議会
女性活躍推進法に基づく協議会。効果の検証を行う。

・群馬県
県主催事業等による連携した事業周知。

・ジョブセンターまえばし
本施設で行う就職支援イベントと連携した事業周知及び就職支援。

・女性が在宅ワークを実践するためのスキルを身につけ、自身の希
望する時間に働くことが出来るようになることで、女性の就業率が向
上することが期待され、さらに就業中の方が結婚や出産、育児、介
護など様々なライフイベントに直面した際にも、就労をあきらめるこ
となく継続的に働き続けられることが期待できる。
・市内で自宅にいながら就業できる環境（在宅ワーク環境）が創出さ
れ、前橋市民が「暮らし続けられるまち」を実感でき、すべてのひと
が輝き続ける地域社会づくりに寄与することを目指す。

セミナー参加者からは、96%の方から「非常に満足した」「やや満
足した」と回答を得た。参加者からの要望としては、テレワーク継
続のための支援や、就労に有利な資格取得のための講座開催、
直接就労につながるマッチングイベントの開催等が挙げられた。
特に、課題として考えられるのはスキルアップ後に実際に就業す
るための支援であると考えられるため、さらなる就業支援の充実
に向けて市内就職支援施設等と連携し取り組んでまいりたい。



事業の概要

【概要】

在宅ワークスキルアップセミナーの開催後、キャリアコンサ
ルティングやビジネスマッチングの実施、及び参加者の主
労に向けた相談等のオンラインサポートを実施した。

＜在宅ワークスキルアップセミナー＞
令和６年11月から2月まで 全６回開催
＜キャリアカウンセリング＞

令和7年2月中で申込者の希望する日時に実施

女性のための在宅ワーク推進事業

【実績】
申込者：３５名 受講者：３０名
セミナー参加者のうち何らかの就業につながった人数：１１人
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